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英語圏滞在の長 さが 日本人英語習得の 重要要因とな っ て い るか ？

Is　the　length　of 　staying 　in　English　speaking 　countries 　the　key　to　the　acquisition 　of

English 　by　Japanese　learners？

【研究 背景】

　日本におい て 、英語教育、英語学習に膨大なエ ネル ギーが注がれ てい るが ， どうも成功

して い ない 。 実際、英語学習の 方法として さまざまな方法がこれまで提案され、実行 され

て きて い るが、日本人の英語運用能力は依 然と して極 めて 低い。日本人 の TOEFL の 平均

点が世界 的に見て 極 めて低 い とい うこ とは 以前か ら指摘されて い て、現在 も変 わ っ て いな

い 。 そ の一方で 、 JACET の会員 とかそ の他、高い英語運用能力を持つ 日本人も （以 前に

比べ る と）非常に多くな っ て い る 。 これは
一
体どうい う事態なのであろ うか。印象 と して

は、高い英躇運用能力を持つ 人、あるい は俗に 「英語の話せる人」 の ほ とん どは どうも海

外 、 とくに英語圏 （English　speaking 　c。untries ）で の 滞在経験を持ち 、 しか もそれが比

較的長 い ように思われ る。そ うした経験の 中で 英縉に熟達 して きてい るように思われ る 。

実際 、 日本が全体として経済的に豊か にな り、渡航費が極めて 安くな り、円の 相対的な強

さのため海外滞在費も安 くな っ て い る 。 そ のため 多くの 日本人 が容易 に海 外 に出か け、留

学など して くるよ うにな っ た。また、 日本の経済的世界進出ために多くの 日本人が ビジネ

ス のた め海外へ （子女をともな っ て〕出か けて い く 。 その 結果として 、高い英語運用能力

を持 つ 日本人が多くな っ た のだ と思われる 。 つ ま り、 現状で は、日本で の 英語教育はそ の

多大な努 力に もかかわ らず残念なが ら成功は して いないが 、 長期海外滞在経 験を持つ 日本

人が増え た分 だけ高い 英艚運用能力を持つ 日本人が多くな っ て い るよ うに思われる 。

【研究 目的】

　 「現状に おい て は 、日本人による高い 英語運用能力の 習得 と長期英語圏滞在経験との 閣

に相関、因果 関係がある」 とい う単純な仮説を、パ イロ ッ ト
・
ス タディ 的で あるが、検証

する こ とで こ れか らの 日本の 英語教育向上へ の重要な示唆 を得 る こと にあ る 。

【仮説】

　 「現状 にお い て は、 日本人による高い英語運用能力の 習得と長期英語圏滞在経験との 間

に相関 、 因果関係がある」

【方法】

　パ イ ロ ッ ト・ス タディ的で ある の で 、 アンケー ト調査 とい う形で 調査を 実施 。 質問内容

としては 、 英語 圏長 期滞在 の 有無、あるとすれ ば何歳の 頃、滞在期間の 合計 、 滞在理 由 ・

目的、滞在場所 、 英語力 自己評価 、自分 の英語運用能力習得の理 由 ・原 因と思われる もの、

などで ある 。

【本研究 に よ っ て 得られる示唆】

　も し、高い英語運用能力を持つ 日本人が 、 現在 の 日本の 英語教育によ っ てではな く、長

期英陌圏滞在によ っ て 生み 出された ものであるな らば、やは り現在の 日本の 英認教育に問

一 119 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

11 月 4 日 （土〉　研究発表 3 第 1室 （106）

題が ある とい うこ とに なる。 しか し、だか らとい っ て、単純 に 日本人 に高い 英語 運用能力

を持たせ る た め に彼 らを英語圏へ 送 り出せ とい うことは 理不尽で あ り、い く ら何で も実現

不可能で ある。む しろ、この こ とか ら得 られ る示 唆は、なぜ海外英語 圏に長 期滞在 した人

が英語を上 手に使え る よ うに な っ たか とい う こ とを考え てみ る とい う こ と にある。英語圏

に滞在すれば、とに かく日本 にい る ときに比べ て 、圧倒的な英語の インプッ トが まずある 。

そ れ に 、英語を使用 する機会が圧倒的に多くなる。つ まり、これ らの 点を 日本で の 英語教

育の 中に何 とか うま く導入すべ きで は ない か とい う示唆が得 られ る 。

　 英語が十 分 にで きるよ うに なる には、短 い 時間で英語 を教え る、学 習する とい うの は、

どん なすぐれた効率的な方法でや っ てみ て もやは り無理がある 。 英語 のイ ンプッ ト、 アウ

トプッ トがともに飛躍的に増えるよ うな英語学習のあり方が導入 され る必要 がある 。 従来

の よ うに英 語の 授業 、つ ま り 「英 語学習ため」 の授業 とい うの だ けをや っ て い て は とて も

間に合わな い 。 た とえ ば、英語以外 の い く つ かの 科 目、さ らに学校活動の
一

部が 英語で な

され る必要があ るだろ う。 そ して 、英語の授業 （英語の 科目それ 自身）は、そ う した授業、

学校活動に 対痣で きるよ うにサポ
ー

トする形 でが なされ るべ きで あろ う。 それ はち ょ うど、

ア メ リカ留学を始め た学生が正規の授業を受けなが ら、ESL ！EFL の授業を受けるみ たい

な もの で ある 。 それ か ら、日常英会話 コ
ー

ス な どは、小学校 くらいか ら始め る必 要が ある

だ ろ う （早 期英語教育） 。 とい うの は 、他科 目、学校活動の
一

部を英語で や る こ とに よ っ

て 英語 へ の 接触 の 機会 を増や すこ とがで きるに しても、学校で あ るか ぎ りどうして もアカ

デミ ッ クな英語 に偏 っ て しまう。 高校、大学と進むに つ れて こ の 傾向は顕著になる 。 とこ

ろが、小学生 くらいの 時期で あれ ば、難 しい 内容を話 した りする必要はな い し、まだ感覚

的に英語 を学べ る時期で もあるの で 日常英語 の習得 には適 した時期で あると思わ れる。

　ただ逆 に 、高い 英語運用能力を持つ 日本人が必 ずしも長期英語圏滞在に よ っ て 生み 出さ

れた もの で はな く、 日本の 英語教育の 中で生まれて きて い る とい う結果が 出るとすれ ば、

世 間で 非難され る ほ ど （典型 的に は 日本人の TOEFL の 平均点の 低さ） 日本で の 英語教

育は悪くな い こ とになる 。 この こ とは 、 日本で 英語教育に携わる もの に大きな励み になる

で あ ろう。
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